
■
消
防
団
員
が
不
足
し
て
い
ま
す

　

消
防
団
は
18
分
団
、
定
員
４
９
１

人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和

５
年
１
月
時
点
の
団
員
数
は
３
６
３

人
と
１
２
８
人
の
団
員
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
団
員
の
充
足
率
は
73
・
９

％
と
、
県
内
35
市
町
の
中
で
ワ
ー
ス

ト
４
位
と
な
っ
て
お
り
、
危
機
的
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

激
甚
化
す
る
大
規
模
災
害
に
備
え

る
に
は
よ
り
多
く
の
団
員
が
必
要
で

す
。
消
防
団
に
は
、
市
内
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の

健
康
な
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入

団
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
を
守
る
た
め
、
と
も
に

消
防
団
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

※�操法大会…操法訓練（消防団員が火災現場で安全に活動するための消防団の基本的で
重要な訓練）の大会

■
女
性
・
学
生
消
防
団
員
も
活
躍
！

女
性
消
防
団

　

現
在
14
人
が
所
属
し
、
幼
稚
園

や
保
育
園
で
児
童
に
対
し
て
花
火
教

室
を
行
っ
た
り
、
各
地
域
の
防
災
訓

練
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
三
角
き
ん
の
指
導
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
三
嶋
大
祭
り
で
は
、応
急

手
当
の
知
識
を
活
か
し
、保
健
師
と

と
も
に
熱
中
症
で
倒
れ
た
人
の
介
抱

を
す
る
な
ど
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

■
よ
り
実
践
的
な
訓
練
へ

　

操
法
大
会
（
※
）
を
廃
止
し
、

よ
り
実
践
的
な
訓
練
と
し
て
、
今
年

度
は
三
島
消
防
署
と
合
同
で
ブ
ラ
イ

ン
ド
式
の
中
継
送
水
訓
練
や
、
風
水

害
な
ど
に
お
け
る
情
報
処
理
・
伝
達

訓
練
な
ど
を
行
い
、
三
島
消
防
署
と

の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
今
後

も
よ
り
地
域
の
実
態
に
合
う
、
災
害

現
場
で
役
立
つ
訓
練
や
技
能
講
習
の

実
施
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
生
消
防
団　

　

現
在
９
人
が
所
属
し
、
活
動
を
通

じ
て
地
域
に
貢
献
し
た
り
、
消
防
団

員
や
地
域
住
民
と
の
交
流
経
験
を
積

ん
で
い
ま
す
。
消
防
団
で
の
経
験
を

活
か
し
て
、
消
防
士
に
な
っ
た
人
も

多
く
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
と
し
て
活
動
し
た

学
生
に
対
し
て
、
そ
の
実
績
を
認
証

す
る「
学
生
消
防
団
活
動
認
証
制
度
」

も
あ
り
ま
す
。

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

　救急救命士を目指して勉強する中で、学校で
は学べない消防の活動や、防災訓練などにおけ
る地域の人々との関わり方を学びたいと思い、
入団しました。
　学業や仕事と両立しながら地域を思って活動
すると、災害について勉強することにも繋が
り、自分自身にも実りのある経験になると思い
ます。ぜひ一緒に活動してみませんか。

団長にインタビュー！

団長にインタビュー！

消防団員にインタビュー！

消防団員にインタビュー！

自分自身にも自分自身にも
実りのある経験に実りのある経験に

飯田愛美さん
（学生団員・首都医校）

学生団員
学生団員として活躍する

として活躍する

■
消
防
団
員
に
な
る
に
は
？

　
担
当
に
入
団
希
望
の
連
絡

　

入
団
を
希
望
す
る
人
は
、
危
機
管

理
課
消
防
団
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
市
内
18
の
分
団
か
ら
、

居
住
地
・
勤
務
地
を
管
轄
す
る
分
団

を
紹
介
し
ま
す
。
直
接
、
各
分
団
へ

応
募
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

各
分
団
の
管
轄
地
域
な
ど
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

問
危
機
管
理
課

　

消
防
団
担
当

☎
９
７
２
・
５
８
２
０

　　syouren@
city.m

ishim
a.

shizuoka.jp

　
分
団
長
と
の
面
談

希
望
す
る
入
団
先
の
分
団
長
と
面

談
を
行
い
、
活
動
内
容
の
詳
細
や
必

要
な
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
す
。

　
入
団
決
定

　

書
類
記
入
な
ど
の
手
続
き
を
経
て

正
式
に
入
団
が
決
定
し
ま
す
。
入
団

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 ▲各分団

　の詳細
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■
ド
ロ
ー
ン
隊
創
設

　

近
年
、
多
く
の
分
野
に
お
い
て
ド

ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）
の
活
用
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
防
災
分
野
に
お
い
て
も
、
災

害
発
生
時
に
遠
隔
操
縦
で
上
空
か
ら

撮
影
で
き
る
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
安
全
か
つ
迅
速
に
被
害
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

三
島
市
消
防
団
で
は
、
令
和
３
年

度
よ
り
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
講
習
会

の
開
催
や
操
縦
訓
練
を
行
う
な
ど
、

ド
ロ
ー
ン
導
入
に
向
け
た
取
組
み
を

開
始
し
、
今
年
度
、
三
島
市
外
五
ケ

市
町
箱
根
山
組
合
か
ら
ド
ロ
ー
ン
２

機
の
貸
与
を
受
け
、
消
防
団
員
有
志

18
人
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
隊
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
レ
ッ
ド
ウ
イ
ン
グ
）」

を
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
や
富
士
山
南
東
消
防
本

部
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
火
災
、
捜
索
救
助
、
大
規

模
災
害
時
な
ど
に
お
い
て
迅
速
に
情

報
収
集
活
動
を
行
い
、
市
民
の
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

①
活
動
服
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
新
活
動
服
は
背
中
と
胸
に
蛍
光
オ

レ
ン
ジ
部
分
が
大
き
く
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
、
背
中
に
反
射
パ
イ
ピ
ン
グ
が
付

い
た
た
め
、
夜
間
活
動
時
の
視
認
性

が
大
き
く
向
上
さ
れ
ま
す
。

②
防
火
パ
レ
ー
ド

　

３
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫
は
、「
お

出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の

用
心
」
を
統
一
標
語
に
春
の
全
国
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
に
先
立
ち
、
市
民
の
防
火
意
識
を

高
め
る
た
め
、
三
島
市
消
防
団
防
火

パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

時�

２
月
26
日
㈰
午
前
８
時
20
分
出
発

（
出
発
式
：
午
前
８
時
10
分
）

内�

市
内
全
域
を
４
班
に
分
か
れ
、
消

防
団
員
約
１
０
０
人
が
防
火
を
呼

び
か
け
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
す
。

▲正面▲背面

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

　以前から三島市消防団にもドローン隊の必要
性を感じていて、２年前から結成に向けて検討
を始め、令和４年度に正式発足することができ
ました。
　今後は、山林火災時の残火状況の確認や災害
発生直後の被害状況の把握など、人力では確認
が難しい状況での活用を考えています。またド
ローン操縦資格者の養成のためにも、訓練の充
実と法令遵守の徹底をさせていきます。

　この度、三島市消防団にドローン隊（ＲＥＤ　
WING）が発足し、各分団有志により総勢 18
名でスタートしました。今まで目視でしか確認
が出来なかった作業を安全かつ広範囲に情報収
集をし、常備消防および分団への後方支援に役
立てていきたいと思います。
　静岡県でも数少ない部隊と伺っています。ド
ローン隊隊員一同、出動の際は的確な後方支援
ができるよう訓練に励んでいきます。

隊長にインタビュー！

隊長にインタビュー！

ドローン隊
ドローン隊について

について

団長にインタビュー！

団長にインタビュー！

人力では難しい状況を人力では難しい状況を
ドローンでドローンで

水口勇さん
（団本部）

的確な後方支援を的確な後方支援を
目指します目指します

石田浩隆さん
（団本部）

ドローン隊
ドローン隊について

について
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